
様式３

学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

１　確かな学力を育む教育活動の充実

２　生徒理解に基づく積極的な生徒指導の充実　

３　自己形成に向かう進路指導の充実

〇主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業実践
〇自己管理力の向上と自発的学習態度の育成

〇情報共有と生徒理解に基づく組織的、積極的な生徒指導
〇部活動や生徒会活動の活性化と地域貢献・地域連携の推進

〇進路説明会等による適切な情報提供と進路指導の充実
〇持続可能な社会の担い手を育成する探究活動の充実

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

「一人一人の資質・能力や個性を伸ばし、可能性を引き出すとともに、多様な進路希望に柔軟に対応できる学校」
体験的な探究活動等を通して課題解決能力や情報発信力を高め、生徒一人一人の能力・適性や学習に対する意欲、目的等に応じた進路実現を図り、国や地域社会のリーダーとして活躍できる人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

〇「情熱」を持った自発の学習態度と志を持って粘り強く努力する態度を育成。
〇「責任」を自覚した自律の生活態度と社会に貢献する豊かな人間性を育成。
〇「敬愛」の念を持った同行連帯の精神と協働的に課題を解決する能力を育成。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

〇確かな学力と豊かな人間性を育む教育課程・学習活動の工夫。
〇地域との連携による体験活動・探究活動の充実。
〇生徒が主体的、協働的に活動する学校行事の開催。

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

〇自己の可能性を信じて主体的に学び、自己実現に向けて努力する生徒。
〇スポーツや文化活動、生徒会活動やボランティア活動等に積極的に取り組む生徒。
〇基本的生活習慣が身に付き、互いの人格を尊重した人間関係を構築する生徒。

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

　厳しくも温かく生徒を育てる生徒
指導を基盤とし、文武両道の堅実な
教育活動を実践してきた。
　教科指導、生徒指導、進路指導を
さらに充実させるとともに、カリキュ
ラム・マネジメントを推進し、社会に
開かれた教育課程の実現を図る。

Ａ
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項目ごと
の評価
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キャリア教育を充実させ、多
様な生徒の進路希望に対応
できる進路学習をさらに進め

てもらいたい。

A

校内研修の内容や実施時期
を工夫し、教職員の指導力向
上につながる研修を継続的

に行って欲しい。

A
自ら判断し行動するきっかけ
を与え、生徒の自主性を育て

てもらいたい。

生徒との日常的な関わりを大切にし、家庭と連携
して生徒を育成する。

様々な活動の中で人権を大切にする態度を育て、
よりよい集団を育てる。

評価項目

学校生活アンケート（実施）
いじめアンケート（実施）
家庭用チェックリスト（実施）

外部テスト分析（実施）

キャリア・パスポート

生徒授業アンケート（実施）

生徒授業アンケート（実施）

生徒授業アンケート（実施）

生徒授業アンケート（実施）

生徒の学習意欲を高めるよう1人1台端末の有効利用を推進する。

職員研修を実施し、ＩＣＴ機器の活用方法等について理解を深める。

保健安全課

進路指導課

キャリア教育課

教育相談の充実

１８歳成年を踏まえ、生徒会や部活動を中心に生徒の主体的活動を促す。

基本的な生活習慣確立のため、積極的な生徒指導を実践する。

規範意識の育成に向け、保護者と連携して継続的な生活指導を行う。

規範意識育成のため、関係機関と連携した講演会等を実施する。

規範意識の育成

広報活動の充実

学校関係者評価委員会
からの意見

生徒指導課 A

具体的目標 評価（３月）具体的方策

A

ＩＣＴの活用 A

教務課

A

情報広報課

A

健康安全教育の充実

探究活動の充実

A

いじめの未然防止･早期発見･対応に向け、情報共有と組織的対応を図る。

多様性を認め合い、互いの人権を尊重する人権教育を充実させる。

ＰＴＡ・同窓会と協力し、諸行事を円滑に実施する。

A

A

A

A

授業アンケート（実施）

心の健康を図るため、健康相談やスクールカウンセリングを実施する。

避難訓練や交通安全教室等を実施し、安全に対する意識を高める。

定期的な清掃活動を通じて、美化意識や環境意識を高めさせる。

生徒・保護者への進路説明会を実施し、必要な情報提供を行う。

外部機関とも連携し、各種講演会等を企画・実施する。

学校生活アンケート（実施）

A

A

教育相談の機会を充実させ、生徒理解に基づく組織的な生徒指導を行う。

A
ホームルーム活動や学校行事を通じて、望ましい人間関係の構築を図る。

A

新課程入試に対応した進路指導の在り方について検証・改善を図る。

進路希望調査や外部テスト等を活用し、適切な情報分析を行う。

段階に応じた進路学習を行い、自らの適性や将来を考えさせる。

セミナーや課外授業、学習アプリを活用し、合格に必要な実力を養成する。

入試形態に応じた個別指導には全職員で協力して対応する。

総合的な探究の時間を用いた課題研究発表を充実させる。

「キャリア・パスポート」により探究活動や体験活動の振り返りを行う。

思考力や感受性を育てるため読書活動を推進する。

確かな学力の育成 A

A

自発的な学習態度の育成 A

学習への見通しが立つよう、指導の目標を明確に
示す。

提出期限が守れるよう、スケジュール手帳の活用
をさらに推進する。

教育課程及び観点別評価の在り方について検証と改善を図る。

A

A

学校ホームページやSNSによる情報発信と広報活動を充実させる。

進路相談事業や体験入学の実施により「選ばれる学校づくり」を目指す。

中学校訪問や出前授業等、地域との連携を深める活動を積極的に行う。

自己管理能力を育成するため、スケジュール手帳を活用する。

A

ＰＴＡ・同窓会等との連携

就学支援

探究教材「キャリアナビ」を利用することで、多数
が計画的に学習を進めることができた。指導の体
系化をすすめていく。

「LibraryNews」を定期的に発行し、読書活動や図
書館利用を促した。読書が与えるよい効果につい
てさらに伝えていく。

校内研修の内容や時期を検討し、計画的に実施
していく。

関係団体と連携し、具体的な活動を通して、さらに
教育活動を充実させる。

ICT機器の利用が目的化しないよう活用事例等の
研修を行う。

学校ホームページの更新体制を整え、教育活動
や生徒の活躍を積極的に発信する。

関係機関と連携した規範意識完成学習の内容を
さらに充実させる。

校内組織や外部連携の現状を見直し、生徒がより
活動しやすい状況をつくる。

生徒情報を共有し、組織的に生徒理解に基づく生
徒指導を充実させる。学校での日常が安全・安心
な場になるよう人権教育を推進する。

大掃除を通して、美化意識や環境意識を高めた。
登下校中の交通マナーに関しては指導・啓発を行
い、安全に対する意識を一層高めさせる。

各学年適切な時期に進路説明会を実施し、生徒・保護
者に進路情報を提供した。外部テストの分析結果が次の
指導につながるよう情報共有の場を設ける。

それぞれの立てる目標達成に必要な学力を育成
するため、全体指導と個別指導のバランスが取れ
た指導を行う。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

部活動・生徒会活動の活性化

学校関係者評価

A

進路意識の向上 A

希望進路の実現 A

企画研修課

学　年

教育活動の充実のため、関係機関との連絡・調整・連携を図る。

授業規律を確立し、「主体的・対話的で深い学び」を行う学習環境を整える。

基本的な生活習慣を整えさせ、家庭学習習慣を身に付けさせる。

日常的なあいさつや言葉遣い指導を通して社会性を身に付けさせる。

学習や受験に役立つ図書を積極的に紹介する。

各種奨学金制度の募集を適時提示し、申請の支援を行う。

校内研修を計画的に実施し、指導に関する共通認識を図り、専門性を高める。

授業アンケートを実施し、授業改善に活用する。

研修内容等を研究紀要にまとめ、記録として保存する。

学校教育目標や指導方針についてＰＴＡとの共有を図る。

研修の充実

主体性・社会性の育成

人権感覚の醸成 人権教育特設授業を計画的に行い、人権に関する知的理解を促す。

言語環境・学習環境を整え、いじめの未然防止に努める。

主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業実践・授業改善を推進。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

授業規律(挨拶・姿勢)を正し、授業に集中させる。

課題等の提出期限を徹底して守らせる。

校務支援システム等による校務の効率化・デジタル化を推進する。

基礎学力定着のため、「ベーシックタイム(BT)」を有効に活用する。

A

地域と連携したボランティア活動への積極的な参加を促す。

学校行事を通じて生徒の帰属意識を高め、自主性と協働性を育成する。

生徒や保護者の期待に応え
るべく教育課程の編成や指
導方法の改善を今後も進め

てもらいたい。

ＩＣＴ機器を有効的に活用した
授業改善が進むよう、活用事
例の共有を継続して充実させ

て欲しい。

A

A

A

規範意識の育成を軸とした取
組を継続し、生徒が主体的に
活動できる学校環境づくりを
さらに推進して欲しい。

A

教育相談を充実させ、いじめ
を生まない学校づくりを進め、
安全教育、防犯・防災教育に
も力を注いでもらいたい。

A

進路説明会や外部テスト分
析などを活用しながら、生徒
一人ひとりの進路実現に向け
て力を入れて欲しい。
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

改善

・創立５０周年に向けて、更なる飛躍を期待したい。

学校関係者評価

・英語教育を中心とした教育活動全体の充実

・厳しくあたたかく、共通認識に基づく生徒指導の実践

・３年間を見通した計画的・系統的な進路指導の改善

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見
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